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１　令和６年１２月 環境部補正予算（案）総括表

【一般会計】 (単位：千円)

4,865,519 92,123 4,957,642

4,865,519 92,123 4,957,642

(項２)環境衛生費 4,865,519 92,123 4,957,642
ごみ減量化・資源化推
進事業費

3,683

災害廃棄物対策事業費 70,840

し尿収集事業費 11,000

市営墓地管理費 6,600

備考

環 境 部　 合計

(款４)衛生費

予算科目(款・項）

区分 
補正前の額 今回補正額 補正後の額
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【市営墓地管理費】 

 

２ 富山霊園給水設備更新業務委託について 

［環境保全課］  

 

(1) 補正額           ６，６００千円 

 

財源内訳 市債（市営墓地事業債）  ５，９００千円 

一般財源              ７００千円 

 

 

 

(2) 事業目的 

富山霊園（西番地内）において、平成８年から使用する井水を送水し

ている２基のポンプのうち、１基が令和６年８月に故障し使用不能とな

り、残り１基についても頻繁に緊急停止する状況であることから、早急

に給水設備の更新を図る。 
 

 

(3) 事業内容 

富山霊園の給水設備の更新を実施する。 
   

 富山霊園給水設備更新業務委託     ６，６００千円 
 

2



【ごみ減量化・資源化推進事業費】 

 

３ 紙類の分別品目の変更に伴う周知について 

［廃棄物対策課］  

 

(1) 補正額        ３，６８３千円 

 

財源内訳 一般財源   ３，６８３千円 

 

(2) 事業目的 

     本市の紙類地区回収等においては、現在、４品目（新聞、段ボール、

雑誌・雑紙、紙製容器包装）に分別し、各地区が選定した古紙回収業者

（以下、「事業者」という。）により回収を行っているが、令和７年４

月からは紙製容器包装を雑誌・雑紙に含め、３品目での分別・回収に変

更するため、市民への周知を図るもの。 
  ア 分別品目の変更イメージ 

 変更前（～令和７年３月） 変更後（令和７年４月～） 

①新聞 ①新聞 

②段ボール ②段ボール 

③雑誌・雑紙 ③雑誌・雑紙 

  （紙製容器包装含む） ④紙製容器包装 

     イ 分別品目の変更による効果 

・市民の分別の負担軽減及び事業者の回収効率の改善が図られる。 

・現在は、新聞、段ボール、雑誌・雑紙は古紙問屋を通じて、紙製

容器包装は富山地区広域圏事務組合を通じて資源化しているが、

変更後は古紙問屋のルートに一本化され、紙製容器包装の回収や

選別、再商品化に係る費用が不要となり、市の財政負担の軽減が

図られる。(令和５年度実績ベースで約４,２７０千円の減額) 

   
(3) 事業内容  

    印刷製本費 ３，６８３千円 

    ・「家庭ごみと資源物の分け方・出し方」改訂版作成 

    ・広報とやま掲載 
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【災害廃棄物対策事業費】 

 

４ 被災家屋公費解体等事業について 

［廃棄物対策課］  

 

(1) 補正額                  ７０，８４０千円 

 

財源内訳 国庫支出金     ３５，４２０千円 

    （災害等廃棄物処理事業費補助金） 

     市債（災害対策債） ３５，４００千円 

一般財源           ２０千円 

 

(2) 事業目的 

現在、令和６年能登半島地震により半壊以上の判定を受けた家屋等に

ついては、所有者の申請に基づき、市が所有者に代わって解体・撤去を

行う公費解体等を実施している。 

既に受け付けている申請分については、令和５年度繰越明許費にて執

行し、令和６年度中の解体完了を予定しているが、今後見込まれる申請

分については、完了が令和７年度に跨る可能性があることから、歳入歳

出予算及び繰越明許費の補正により、切れ目のない災害復旧と生活再建

支援を図るもの。 

 

(3) 事業内容 

ア 被災家屋解体委託料、償還金        ６４，５００千円 

・解体等委託料    ４，３００千円×１２件＝５１，６００千円 

・費用償還金     ４，３００千円× ３件＝１２，９００千円 

イ 調査委託料（現地調査、費用算定等）     ６，０００千円 

ウ 事務費、家電リサイクル料金            ３４０千円 
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【し尿収集事業費】 

 

５ し尿収集基地空調機設置業務委託について 

［環境センター管理課］  

 

××(1)▯補正額         １１，０００千円 

 

 

財源内訳 一般財源      １１，０００千円 

 

 

 

(2) 事業目的 

（公財）富山市生活環境サービス事務所（市し尿収集基地管理棟）に

おいて、平成８年から使用する空調設備の冷温水発生機が令和６年１１

月に故障し使用不能となったことから、早急に空調設備の更新を図る。 

 

 

(3) 事業内容 

富山市生活環境サービス事務所の空調設備の更新を実施する。 
 

し尿収集基地空調機設置業務委託 １１，０００千円 
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